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環 境 技 術 委 員 会 の お 知 らせ （第348回 ）

平成30年6月14日 （木 ）午 後1時 半 ～4時

衆議院第二議員会館 地下1階 第8会 議室

議 題

千代 田区永 田町2－1－2

◇国会議事 堂前駅 （丸 の内線 ・千代 田線 ）①番 出 口よ り4分 、永 田町

駅 （有楽 町線 ・半蔵 門線 ）①番 出 口よ り下車3分 。 当 日、午 後1時

よ り、議員 会館 玄 関 にて 、通行 証 を差 し上 げます 。 そ の時刻 前 に到

着 され た方 は、恐縮 です が 、受付 脇 の ロビー にてお待 ち下 さい。 会

議 開始 後 にお越 しの方 は、受付 に 「第8会 議 室 に行 きたい」 旨お伝

え下 され ば、お 迎 えに参 ります。

1、 「環境問題について、昨今、思 うこと」

挨拶 坂本忠彦環境技術委員長

2、 原子炉での核変換 を応用 した核廃棄物処理および

希少元素製造技術

解説 高木直行東京都市大学原子力安全工学科教授

3、 『環境技術関連ニュースNO．170』

解説 中島稔科学技術部会長

報 告 去 る5月24日 開催 の第347回 環境 技術委 員会 は、坂本 忠彦 委員

長 が議長 を務 め行 われ ま した。 まず 、坂本 委員長 よ り、 「環 境 問題 に

っ いて 、昨今 、想 うこ と」 と題 して 開会挨拶 が あ りま した。本 日は、

5月 に しては異 常 に気温 が高い。 これ は地 球温暖化 に よるものか、気

候 のゆ らぎか 、今後 の気候 変動 を見 て判 断 しな けれ ば な らない。さて、

今回 のテーマ はチタ ンを用 いた技術 だが、 チ タン とい うと思い浮 かぶ

の は大気 汚染 が 日本 で深刻 だ った ころ に話 題 とな っ た光化 学 ス モ ッ

グ対 策 に酸化 チ タン を用 い て吸収す る技術 であ る。今 回 の窒化 チ タン

／

も環境 に役立 つ物質 とな りうるか注 目したい。

次 に、清原淳 平専務 理事 よ り、 当 日初参加 の㈱ ク ロス フォー 土橋秀位 代表取

締役 社長 の紹介 、 当 日の講師 ・石 井智物質材 料研 究機 構 主任研 究員 の経歴 紹介

が あ りま した。次 に、石井 主任研 究員 よ り、「窒化 チ タンを用い た太陽光 エネル

ギー の利用 」 につ いて解説 が あ りま した。家庭 で は、暖房 と給湯 で半分以 上 の

エネル ギー利 用が あ る。 そのエネル ギー を太 陽光 か ら得 る こ とを考 えた とき、

太 陽電 池 では変換効 率が低 い ので 、窒化チ タ ンのナ ノ粒 子 （窒化 チ タンは金 色

だ が、ナ ノ化す る と黒 色 にな る） を用 いて、太 陽光 の90％ を熱 として水 に伝

達す るこ とに よって、家庭 内での熱利用 に役 立 て よ うとす るのが今 回の研 究で

ある。 窒化 チ タンのナ ノ粒子 は、常温 で も4秒 で湯 気 が出 るほ ど反応 が早 い。

表面積 が大 きいた め、吸収 したエネル ギー量 が大 き く、かっ熱伝 導率 もよい。

さ らに、酸 化 したアル ミを表面 に コーテ ィングす るこ とで、 さ らに効率 が あげ

られ るこ とも分 かった、 等 々の解説 が あった。

次 に、 中島稔科学 技術部 会長 よ り、『環境技術 関連 ニ ュー スNo．169』 の解 説

があ りま した。今 回 は、 ○船 が排 出す るCo2削 減 に向 けた国際会議 で、 日本 が

提案 した削減案 で各 国が合意 。造船業 シ ェア奪還 に弾み。○人 工光合成 に よ り、

CO2か らメタ ンやエ チ レン を製 造す る技術 。太 陽光パ ネル製 造技術 の応 用 と、

水素イ オ ン との反応 で製 造す る工程 の2通 りを開発 。 ○硝酸 を活 用 し、半導 体

素子 か ら レアメ タル を回収す る技術。現 状回収 率6割 の ところ、100％ を 目

指 す。 ○ もみ殻 を石 炭代 替燃料 にす る実証 に成功。Co2削 減効果 は110t相

当 にな る とい う。 ○深海底 の生物 を 自動探査 す る ロボ ッ トの 開発。5年 前 の機

種 は写真 を撮影 で きる機 能 に とどま っていたが、資 源採取 が可能 にな るまで進

化 した。 ○南鳥 島沖 の レアアー ス、1600万tに 達す るこ とが明 らかに。 一

方 、 日本 のEEZ内 で 中国が 日本政府 に無断 で資源 や深海 生物 を採 取 していた

ことが明 らか に。技術 開発 、採 取 に用 い るパ イプ の 目詰 ま りの問題 、資源 化 に

成功 した と して も レアアー ス価 格 が暴 落 し、技術 開発 投資 は割 に合 わない とい

う見方 もあ る。 な どの解 説 が あ り、一 同大い に勉 強 にな りま した。

★ レクチュアにつき、当 日会費千円にご協力 をお願い申 し上げます。

次回、6E14日 （木）の環境技術委員会 に

御芳名

出 一 欠 （いずれかに○印）

貴方様のFAX

テロ対 策 へ の警備 か らの要 請 上 、会 員に限 ります 。

非会員 で参 加希 望者 は、2日 前までに履歴書をご提 出下さい。

てその際の当 目会費 は二千円とな ります。）
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